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はじめに・・・

我々東小学校コミュニティ・スクール（以
下CS）とは、1回目の「東小学校学校
運営協議会グランドデザイン」を確認し、
“連携と協働”を念頭に1年間の事業計
画を共有する。





・「麻町ふれあいサロン」 2年生参加依頼

・「富良野神社祭麻町地区お休み処」

1年生参加依頼



・「東っ子ワイワイ夏祭り」 への協力依頼

・「北の峯ハイツ」との交流

・「守るんジャー」（地域見守り隊）の

ボランティア依頼





・「1年生遠足」 安全指導

・「学習サポート事業」見守り

・「北海へそ祭り音楽パレード」安全指導

・「学芸会」参観及び感想（委員の感想を“学校だより”掲載）



・「持久走記録会」安全指導

・「SB音楽パレード」安全指導

・「富良野市未来づくりフォーラム」（5年生総合的な学習）支援



★1年生遠足の様子★



★学習サポート事業★



★持久走記録会★

安全指導



★SB音楽パレード★

安全指導



★未来づくりフォーラム★



・「ラベンダーリボンプロジェクト事業」

協力依頼



・東小学校CS広報誌「コミュスクだより」

年5回程度CS発行

・自主研修会の開催（地域に講師依頼）



★コミュスクだより★



★自主研修会の開催★



子どもたちと学校・地域が一体となってふれあい、
「東っ子」にとって思い出に残る夏休みにしたい。そ
こで、学校や地域の施設や人材を活用してCSが
中心となり、地域の組織を巻き込んだ取り組みに
踏み切りました。



6 特色ある東小学校CSの取り組み

・主 催 ： CS

・共 催 ： PTA、おやじの会、麻町連合会

東部第一町内会、東部第二町内会

瑞穂連合町内会

・会 場 ： 東小学校前広場

・内 容 ： 屋台 縁日 ゲーム 盆踊り



6 特色ある東小学校CSの取り組み

〇いいですね。とても楽しかったですよ。

子どもも喜んでいました。

〇夏休みに子どもたちが集まる機会があることは、素晴ら

しい取り組みだと感じました。地域に溶け込み根ざす

学校に子どもが通う事。とても嬉しく思います。

〇子どもたち楽しそうでした。思いのほか、多くの人が来て

いたので、対応が大変そうでした。お疲れさまでした。



6 特色ある東小学校CSの取り組み

〇盆踊りや射的などがあり、子どもが楽しんでいたの

で良かったです。親も楽しかったです。

〇今回、参加してみて、とてもよい雰囲気で楽しかっ

たです。このようなイベントを期待していました。

〇子どもが喜んでいたので、来年も開催してほしい。



6 特色ある東小学校CSの取り組み

●花火や演芸があれば、もっと楽しいのに。

●初めて開催したので、多少問題が発生しました。

次年度の開催に向けて反省を生かし、地域・住民の

“より所”となれるよう頑張りましょう。

●お疲れさまでした。初めての試みでしたので、打ち合わ

せや情報の共有不足がありました。横の連携の重要さ

を感じました。



6 特色ある東小学校CSの取り組み

全てが初めての事。戸惑いの連続。その中で、開
催出来た事で良しとすると決めていました。何といって
も、地域・住民の方々の協力がなかったらこの事業は
成立出来なかった。



6 特色ある東小学校CSの取り組み

この事業を通して学んだ事を、今後とも学校・地
域・家庭の結び付きが一体となれるよう、一層努力
していきたいと強く思いました。

いや、やって良かった。











地域の方々の指導を受け、自分の住む地域の
良さに気づく事と体験を通して自分に何が出来る
かを考えることを目標に、夏休み期間中児童セン
ター2カ所を会場で実施。

指導者にCS、ねーびる（高校生）、読み聞か
せの方々、社会教育委員、人権擁護委員、東
小PTA。内容は、脳トレ・読み聞かせ・工作・絵
手紙作成。参加者約30名。

6 特色ある東小学校CSの取り組み



「夏の思い出づくり」と同じ目的・指導者で実施。

内容は、読み聞かせ・ダンス・工作。

参加者約30名

6 特色ある東小学校CSの取り組み



地元の高校生ボランティアとCSの支援を受け、自
ら立てた学習計画の課題を解決する。

参加者約30名。

6 特色ある東小学校CSの取り組み





近郊の小学児童がコロナ感染症にかかり、差
別・偏見を受けているとの情報があり、憂慮して
おりました。人権にかかわる大きな問題で、我々
東小CSとして何か方策がないものかと思案してい
た矢先、愛媛の松山大学の甲斐准教授が発起
人となり「シトラスリボンプロジェクト」運動を展開し
ているとの情報を得ました。

6 特色ある東小学校CSの取り組み



趣旨は、学校・地域・家庭が一体となって差別・
偏見をなくそうと言うものです。早速、事務局の了
解を得て学校に提案し協議の結果、富良野版
「ラベンダーリボンプロジェクト」を立ち上げる事に
なりました。

6 特色ある東小学校CSの取り組み



たとえコロナに感染しても ”ただいま“ ”おかえ
り” とお互いがそんなふうに言える空気がある地
域や学校、そして友達や仲間がいてこそ安全・安
心が守られる人の輪を創り出せると思います。

6 特色ある東小学校CSの取り組み



問題は、原資とリボン作りをどうするか・・・・

6 特色ある東小学校CSの取り組み



CSの方々に奔走して頂き、協力者が多数現れ、
ようやくプロジェクトがスタートしました。行政・市
議・校長会や中学校生徒会、PTAにも呼びかけ
て賛同を得ました。また、新年恒例会や成人式
にも配布して頂き、胸にラベンダーリボンを付けて
頂きました。

6 特色ある東小学校CSの取り組み



その努力もあって、コロナで差別を受けたという
情報はありません。この事業は今でも継続してお
り、地域の皆様の協力に深く感謝申し上げます。

6 特色ある東小学校CSの取り組み





北海道教育委員会
小玉俊宏教育長

（現・北海道副知事）



・学校ニーズの把握と地域への協力依頼

・地域ニーズの把握と提案

・課題解決への連絡・調整



・地域全体で子どもを守り育てようとする意識が高まり、

学校に対する協力体制が構築された。

・地域の祭典や盆踊りなどに参加する子どもが増え、

地域が活性化した。

・学校と地域が情報を共有するようになった。

（町内会の事業計画に、町内会と連携して”CS活

動を推進する”とあります）



・地域と連携した取り組みが、組織的に行えるよう

になった。

・子どもの安全・安心な環境が確保された。

・教職員に”ゆとり”が生じた。

（学力の向上に寄与）



運動会や学芸会の行事には、児童や教職員に
激励のメッセージをお届けし、夏はCSポロシャツ、
秋・冬はCSジャンパーを着て積極的に事業に関
わっています。



また、私は社会教育委員や町内会長を担ってお
りますので、地域の課題把握に留意しております。

学校と協議を重ね、コロナ禍の中で可能な限り
地域・学校・家庭が一体となって課題の実現に向
かっていけるよう一層努力を重ねて参ります。



我々東小学校CSのモットーは・・・



“学校の最大の応援団であり、

学校にとってのパートナーです”



ご清聴ありがとうございました。


